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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読み取った原稿の画像を用紙に形成する画像形成装置において、用紙を給紙する給紙手
段と、
　前記給紙手段に収納される記録紙のタイプを前記画像形成装置の仕様として設定し、当
該記録紙のタイプの設定情報を記憶保持するための記録紙タイプ設定手段と、
　用紙の一端から突出した耳部を有するタブ紙の耳部に画像を形成するタブ紙プリントモ
ードを前記画像形成装置の画像形成モードとして設定するためのモード設定手段と、
　を備え、
　前記記録紙タイプ設定手段は、前記給紙手段に収納される記録紙のタイプとしてタブ紙
が設定されたことに応じて、タブ紙１セット当たりの枚数の設定を受け付けて設定情報を
記憶保持し、
　前記モード設定手段は、前記記録紙タイプ設定手段により、前記給紙手段に収納される
記録紙のタイプとしてタブ紙が予め設定され、前記タブ紙の１セット当たりの枚数が設定
されていることに応じて、前記タブ紙プリントモードの設定を可能とし、
　前記タブ紙プリントモードが設定されたことに応じて、原稿の画像をタブ紙の耳部に印
字できるように画像を移動させる移動量の設定を受け付けることを特徴とする画像形成装
置。
【請求項２】
　前記モード設定手段は、画像の移動量の設定を受け付ける際、設定されている前記タブ
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紙１セット当たりの枚数を表示することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記給紙手段を複数備え、
　前記記録紙タイプ設定手段は、前記複数の給紙手段のそれぞれに収納される記録紙のタ
イプの設定を受け付けることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、用紙の一端から突出した耳部を有するタブ紙に画像を形成する画像形成装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、画像形成装置において、コピーやプリントなどで原稿を読み込むモード、またはＰ
ＤＬで記述された画像から指定されたモードにしたがって１ジョブのコピー、またはプリ
ント中に該コピー中またはプリント中の複数の記録紙の任意の位置に指定された給紙部か
らの定形サイズの記録紙を挿入できるものが存在していた。
【０００３】
また、一方で定形サイズの記録紙にタブ部分を有するタブ紙（つまり用紙の一端から突出
する耳部を有するタブ紙）を挿入する１ジョブのコピーにおいて、タブ紙の挿入部分を指
定できる複写機が存在していた。
【０００４】
このようなタブ紙の挿入部分を指定するモードに於いて、タブ紙１セットあたりの分割数
（つまり、市販のタブ紙は、通常、異なる位置に耳部を持つタブ紙を順番に１枚ずつ重ね
た構成を１セットとし、複数セットを１束とし市販されており、このタブ紙1セット当た
りの枚数を指す）やタブ部（つまり耳部）へ印字するための画像移動量などを、タブ紙を
挿入するモードを設定する段階で設定している複写機が提案されている。
【０００５】
これまでのタブ紙を扱うことが可能な複写機においてタブ紙インサートモードやタブ紙作
成モード（総称してタブ紙プリントモードと呼ぶものとする）において、タブ紙の給紙部
指定やタブ紙の分割数指定などはタブ紙インサートモードやタブ紙作成モードなどのモー
ド設定をする一連の流れの中で行なっていた。この一連の流れとは、タブ紙インサートモ
ードやタブ紙作成モードが選択されると、まず▲１▼タブ紙が収納された給紙部を指定し
、つづいて▲２▼該タブ紙1セット当たりの枚数を設定する。そして▲３▼原稿画像のう
ちタブ紙のタブ部に印字させたい画像をタブ部に印字できるように、該画像を移動させる
移動量を設定する。そして▲４▼タブ紙を挿入するページを設定するものである。
【０００６】
つまり、タブ紙インサートモードやタブ紙作成モードが選択されるたびに、毎回▲１▼～
▲４▼の設定を行う。このため、タブ紙が収納された給紙部の設定と該タブ紙1セット当
たりの枚数の設定とが毎回行なわれていた。
【０００７】
さらに、近年のネットワーク接続されたデジタル複写機をプリンタとして使用するとき、
タブ紙給紙部が存在する場合にタブ紙への印字を指定できるようなプリンタも登場してい
る。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、タブ紙給紙部に載置されているタブ紙の分割数は、一度載置されるとしば
らく同じ分割数のものが載置されることも多い。このため、タブ紙インサートモードやタ
ブ紙作成モードの設定の流れの中で、最初に表示される分割数が、タブ紙給紙部に載置さ
れているタブ紙の分割数と一致していれば、変更する必要はない。しかし、実際には変更
可能としているためにＯＫキーを押下しなければならず、その設定作業がわずらわしかっ
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た。
【０００９】
また、タブ紙の分割数がタブ紙インサートモード、タブ紙作成モードなどのモード設定の
中で行なわれているため、パソコンからタブ紙へプリントを行なうときに、プリンタとし
ての複写機のタブ紙給紙部に何分割のタブ紙がセットされているかについてはパソコンか
らは明確にわからなかった。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、本発明の目的は、タブ紙給
紙部とタブ紙の分割数とを予め設定しておくことによって画像形成におけるタブ紙インサ
ートモード及びタブ紙作成モードにおける設定のわずらわしさを解消し、操作性の良い画
像形成装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像形成装置は、読み取った原稿の画像を
用紙に形成する画像形成装置において、用紙を給紙する給紙手段と、前記給紙手段に収納
される記録紙のタイプを前記画像形成装置の仕様として設定し、当該記録紙のタイプの設
定情報を記憶保持するための記録紙タイプ設定手段と、用紙の一端から突出した耳部を有
するタブ紙の耳部に画像を形成するタブ紙プリントモードを前記画像形成装置の画像形成
モードとして設定するためのモード設定手段と、を備え、前記記録紙タイプ設定手段は、
前記給紙手段に収納される記録紙のタイプとしてタブ紙が設定されたことに応じて、タブ
紙１セット当たりの枚数の設定を受け付けて設定情報を記憶保持し、前記モード設定手段
は、前記記録紙タイプ設定手段により、前記給紙手段に収納される記録紙のタイプとして
タブ紙が予め設定され、前記タブ紙の１セット当たりの枚数が設定されていることに応じ
て、前記タブ紙プリントモードの設定を可能とし、前記タブ紙プリントモードが設定され
たことに応じて、原稿の画像をタブ紙の耳部に印字できるように画像を移動させる移動量
の設定を受け付けることを特徴とする。
【００１２】
　上記目的を達成するために、請求項２記載の画像形成装置は、読み取った原稿の画像を
用紙に形成する画像形成装置において、用紙を給紙する給紙手段と、前記給紙手段に収納
される記録紙のタイプを設定し、当該記録紙のタイプの設定情報を記憶保持するための記
録紙タイプ設定手段と、用紙の一端から突出した耳部を有するタブ紙の耳部に画像を形成
するタブ紙プリントモードを設定するためのモード設定手段と、を備え、前記記録紙タイ
プ設定手段は、前記給紙手段に収納される記録紙のタイプとしてタブ紙が設定されたこと
に応じて、タブ紙１セット当たりの枚数の設定を受け付けて設定情報を記憶保持し、前記
モード設定手段は、前記記録紙タイプ設定手段によりタブ紙が前記給紙手段に収納されて
いることが既に記憶保持されている場合において、設定前記タブ紙プリントモードが設定
されたことに応じて、原稿の画像をタブ紙の耳部に印字できるように画像を移動させる移
動量の設定を受け付けることを特徴とする。
【００３６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明における実施形態の画像形成装置の図面を参照しながら詳細に説明する。
【００３７】
図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示す概略構成図である。図
１において、１００は画像形成装置本体、１８０は自動原稿給送装置（ＤＦ）、１０１は
原稿載置台としてのプラテンガラスである。１０２はスキャナであり、原稿照明ランプ１
０３や走査ミラー１０４等から構成されている。スキャナ１０２は不図示のモータによっ
て所定方向に往復走査する。この往復走査中に原稿からの反射光が走査ミラー１０４～１
０６を介してレンズ１０７を透過し、イメージセンサ部１０８内のＣＣＤセンサに原稿の
画像が結像する。
【００３８】
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１０９はレーザやポリゴンスキャナ等で構成された露光制御部である。この露光制御部１
０９は、イメージセンサ部１０８で電気信号に変換され、かつ、後述する所定の画像処理
をされた画像信号に基づいて変調されたレーザ光１１９を画像形成領域１１０に臨む感光
体ドラム１１１に照射する。感光体ドラム１１１の周囲には、１次帯電器１１２、現像器
１１３、転写帯電器１１６、前露光ランプ１１４、クリーニング装置１１５が配置されて
いる。感光体ドラム１１１は不図示のモータによって矢印Ａ方向に回転しており、１次帯
電器１１２により所望の電位に帯電された後、露光制御部１０９からのレーザ光１１９が
照射される。これにより、感光体ドラム１１１上に静電潜像が形成される。この静電潜像
に現像器１１３からのトナーを付着させると現像されたトナー像になる。
【００３９】
一方、第１の給紙カセットデッキ１２１、第２の給紙カセットデッキ１２２、上段給紙カ
セット１２３あるいは下段給紙カセット１２４からピックアップローラ１２５，１２６，
１２７，１２８によって給紙された記録紙は、給紙ローラ１２９，１３０，１３１，１３
２によって画像形成領域１１０に向けて搬送される。給紙カセットデッキ１２１、１２２
、上段給紙カセット１２３、下段給紙カセット１２４は、本実施形態では給紙部とも呼ぶ
ものとする。
【００４０】
画像形成部１１０の近傍まで搬送された記録紙は、レジストローラ１３３により転写ベル
ト１３４に給送される。画像形成領域１１０で感光体ドラム１１１に記録紙が接触すると
、転写帯電器１１６によってトナー像が記録紙に転写される。転写後の感光体ドラム１１
１に残ったトナーは、クリーナー装置１１５によって清掃される。この後、前露光ランプ
１１４によって感光体ドラム１１１の残留電荷が消去される。
【００４１】
転写後の記録紙は、分離帯電器１１７によって感光体ドラム１１１から分離され、転写ベ
ルト１３４によって定着器１３５に搬送される。記録紙に転写されたトナー像は、定着器
１３５によって加圧されると共に加熱されて定着する。その後、記録紙は排出ローラ１３
６によって画像形成装置本体１００の外部に排出される。
【００４２】
画像形成装置本体１００には、例えば４０００枚の記録紙を収納し得るデッキ１５０が装
備されている。デッキ１５０のリフタ１５１は、ピックアップローラ１５２に記録紙が常
に当接するように記録紙の量に応じて上昇する。最上部の記録紙は給紙ローラ１５３によ
って画像形成装置本体１００に送られる。また、１００枚の記録紙を収容し得るマルチ手
差しトレイ１５４も装備されている。
【００４３】
さらに、図１において、１３７は排紙フラッパであり、記録紙の進路を搬送経路１３８と
排出経路１４３の何れか一方に切り替える。記録紙の両面に画像を形成する両面記録（両
面複写）の際には、排紙フラッパ１３７を上方に上げることによって、排紙ローラ１３６
から送り出される記録紙を搬送経路１３８から、一旦、反転経路１３９に進入させた後に
進行方向を逆転させて下搬送経路１４０に搬送する。これにより、記録紙は裏返された状
態で再給紙経路１４１に導かれる。
【００４４】
第２の給紙カセットデッキ１２２から給紙ローラ１３０によって給紙された記録紙も、再
給紙経路１４１に導かれる。１４２は記録紙を画像形成領域１１０に再給紙する再給紙ロ
ーラである。
【００４５】
１４４は排紙フラッパ１３７の近傍に配置されており、この排紙フラッパ１３７により進
路を排出経路１４３側に切り替えられた記録紙を画像形成装置本体１００の外部に排出す
る排出ローラである。画像形成装置本体１００から記録紙を反転して排出する際には、排
紙フラッパ１３７を上方に上げ、反転ローラ１４５によって記録紙の後端が搬送経路１３
８に残った状態の位置まで反転経路１３９に引き込む。この後、反転ローラ１４５を逆転
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させることによって記録紙を裏返して排出ローラ１４４側に送り出す。
【００４６】
１９０は画像形成装置本体１００から排出した記録紙を揃えて閉じる排紙処理装置であり
、一枚毎に排出される記録紙を処理トレイ１９４に積載して揃える。１部分の画像形成の
排出が終了したら、記録紙束をステープルして排紙トレイ１９２、又は、１９３に束で排
出することもできる。排紙トレイ１９３は不図示のモータで上下に移動制御され、画像形
成動作開始前に処理トレイ１９４に位置するように移動する。１９１は排出された記録紙
の間に挿入する区切り紙を積載する記録紙トレイで、１９５は排出された記録紙をＺ折り
にするＺ折り機である。また、１９６は排出された記録紙１部をまとめてセンター折りし
ステープルを行なうことによって製本を行なう製本機であり、製本された紙束は排出トレ
イ１９７に排出される。
【００４７】
図２は、図１の画像形成装置における制御回路の構成を示すブロック図である。
【００４８】
図２において、２００は、画像読取り部や画像形成部２０５などの駆動制御を行なうため
の画像形成装置の本体制御部であって、ＣＰＵと、このＣＰＵの作業領域を提供するＲＡ
Ｍと、後述する各動作モードを実行するためのプログラムを含み、画像形成装置全体の制
御プログラムを格納したＲＯＭとを有する。
【００４９】
例えば、この本体制御部２００は、ＣＣＤ２０１によって読み取られた画像データを画像
処理部２０２において所望の画像データに変換し、画像データセレクタ２０３において、
上記の読み取った画像データをレーザユニット２０４、画像データ圧縮部２０７、画像メ
モリ２０８、ファンクション制御部２０９のいずれに流すかを制御し、また、原稿給送装
置制御部２１６に対して、原稿給送の命令を出したり、後処理装置制御部２１７に対して
、どのようなモードを設定するかを指示したりする画像形成装置の装置制御や画像データ
制御を行ない、さらに、後述のタブ紙インサートモード、タブ紙作成モード（総称してタ
ブ紙プリントモードと呼ぶものとする）を実行する。
【００５０】
２０１はＣＣＤであり、原稿台、原稿照射部、光学系などからなる原稿読取部２１８から
原稿照射によって得られる原稿画像の反射光を捕らえて光電変換し、画像データを出力す
る。２０２の画像処理部では、ＣＣＤ２０１から出力される画像データに対して操作部２
１９によって設定される画像処理機能に対応した画像処理を行なう。２０３は、後述する
レーザユニット２０４、画像データ圧縮部／伸長２０７、画像メモリ２０８、ファンクシ
ョン制御部２０９と画像データバスが接続されており、画像データの流れを決定する本体
制御部２００の制御情報により、画像データの流れる方向を選択する画像データセレクタ
である。
【００５１】
２０４は、画像形成部２０５で記録紙に現像される画像データに対して、レーザ露光を行
なうレーザユニットである。画像形成部２０５は、上述のように、レーザ露光された画像
データを実際に記録紙に現像する。
【００５２】
２０６は、本体制御部２００と後述するファンクション制御部２０９との間で制御情報の
通信を行なうためのＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ（インターフェイス）である。２０７は、画像デ
ータセレクタ２０３から出力された画像データを大容量不揮発性メモリであるハードディ
スク（ＨＤ）に蓄積する際に、ＨＤ上での画像データの占有率を節約するために、画像デ
ータを圧縮し、またＨＤ上の圧縮された画像データを画像データセレクタヘ転送する際に
元の画像データに伸長する画像データ圧縮／伸長部である。２０８は、画像データセレク
タ２０３から送られてくる画像データを一時的に記憶したり、画像データセレクタ２０３
に対して一時記憶した画像データを転送するための揮発性メモリからなる画像メモリであ
る。
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【００５３】
２０９は、本体制御部２００と通信を行ない、画像データセレクタ２０３から送られてき
た画像データを後述するスキャン画像変換部２１３へ流すファンクション制御部である。
また、ファンクション制御部２０９は、後述するネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５から送ら
れてきたプリント画像データを変換するプリント画像変換部２１４が送ってくる画像デー
タを画像データセレクタ２０３へ流すための画像データ制御情報や、本体の操作部２１９
からの画像形成装置制御情報をＣＰＵ間の通信を行なうＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２１０を介し
て、本体制御部２００と通信する。
【００５４】
ＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２１０は、後述するＨＤ制御部２１１と本体制御部２００との間で、
ＨＤ２１２に記憶される画像データの制御情報の通信を行なう。ＨＤ制御部２１１は、画
像データ圧縮／伸長部２０７から流されてくる画像データをＨＤ２１２に書き込んだり、
ＨＤ２１２に記憶されている画像データを読み出して、画像データ圧縮／伸長部２０７に
流すような制御をＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２１０を通して送られてくる本体制御部２００から
の制御情報に基づいて行なったりする。
【００５５】
ＨＤ２１２は、ＨＤ制御部２１１の制御に基づいて、画像データ圧縮／伸長部２０７から
送られてくる画像データ、または画像データ圧縮／伸長部２０７に送る画像データの書き
込み、読み出しが行なわれる不揮発性メモリである。
【００５６】
２１３はスキャン画像変換部であり、本体制御部２００の制御に基づいて画像データセレ
クタ２０３から流される画像データを、後述するネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５において
ネットワーク接続されるホストコンピュータ上で動作するアプリケーションソフトにおい
て読み込みが可能となるように変換する。２１４は、後述するネットワーク通信Ｉ／Ｆ２
１５においてネットワーク接続されるホストコンピュータ上で動作するアプリケーション
ソフトから転送されてくるＰＤＬで記述された画像データを画像形成装置の画像形成部２
０５において印字出力できるような画像データに変換するプリント画像変換部である。
【００５７】
２１５は、画像形成装置とネットワーク接続するための通信Ｉ／Ｆであり、特定の通信規
約（プロトコル）に基づいて、ネットワーク上の機器（コンピュータなど）と画像データ
や制御情報の通信を行なう。
【００５８】
２１６は、図３において詳述する複数の原稿を原稿台まで給送する原稿給送装置１０１を
制御する原稿給送装置制御部であり、本体制御部２００からの制御情報に基づいて原稿を
給送する。２１７は、出力記録紙の後処理を行なう後処理装置制御部であり、本体制御部
２００からの制御情報に基づいて、画像形成の終了した記録紙（以下、出力紙と記す。）
の後処理を行なう。原稿読取部２１８は装置制御部２００からの制御情報に基づいて、原
稿照射を行ない、光学系を駆動することにより、ＣＣＤ２０１に原稿画像の反射光を投射
する。
【００５９】
２１９は、本発明の実施の形態である画像形成装置の操作部である。操作部２１９から入
力されたキーの情報をファンクション制御部２０９に通知し、ファンクション制御部２０
９で、キーのコマンド解析を行ない、本体制御部２００に対して、装置の動作制御情報を
ＣＰＵ間Ｉ／Ｆ２０６を通して通知する。
【００６０】
この図２の回路構成における基本的な動作を説明するために、５０％の縮小コピーをする
場合を例に挙げて説明する。
【００６１】
まず操作部２１９において、縮小５０％の表示されているキーが押下されると、ファンク
ション制御部２０９に通知される。ファンクション制御部２０９において、縮小５０％の
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キーが押されたことをコマンド解析し、ファンクション制御部２０９はその情報を記憶す
る。次に操作部２１９において、コピースタートボタンが押下されると、ファンクション
制御部２０９に通知される。ファンクション制御部２０９では、コピースタートボタンが
押下されたことをコマンド解析し、ＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２０６を通して、本体制御部２０
０にコピーモード、縮小５０％、置数（コピーする数：この場合は１）などのコピー情報
とともにコピースタートであることを通知する。
【００６２】
本体制御部２００では、このファンクション制御部２０９からの通知を受け、原稿給送装
置制御部２１６、後処理装置制御部２１７、及びＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２１０を通してＨＤ
制御部２１１の状態を監視し、コピースタート可能であることを判断した後に、画像処理
部２０２に縮小５０％の設定を行なう。また、コピーモードであることから、画像データ
セレクタ２０３によって画像データ圧縮／伸長部２０７、画像メモリ２０８、及びレーザ
ーユニット２０４に画像データが流れるように画像経路を設定する。コピースタートであ
ることから、原稿給送装置１０１の状態を原稿給送装置制御部２１６を通して確認し、原
稿が存在する場合には、原稿を給送するように原稿給送装置制御部２１６に指示を出し、
原稿読取部２１８に対して原稿給送装置１０１から給送された原稿を読み取れる位置に移
動する指示を出す。また、同時に後処理装置の状態を後処理装置制御部２１７を通して確
認し、画像形成部２０５から印字出力される記録紙の排出を受けられるように指示を出す
。
【００６３】
さらに、原稿を読み取った画像が画像データセレクタ２０３と画像データ圧縮／伸長部２
０７とを通してＨＤ２１２に書き込まれる。このため、ＨＤ２１２への画像書込みを行う
場合、また、原稿が複数枚である場合や置数が複数である場合には、ＨＤ２１２からの読
出しの設定を行なうようにＣＰＵ間通信Ｉ／Ｆ２１０を通して、ＨＤ制御部２１１に指示
を出す。
【００６４】
また、コピー動作を行なえるように、ＣＣＤ２０１、レーザユニット２０４、画像形成部
２０５に初期設定を行ない、原稿給送装置１０１が原稿を原稿読取り位置まで給送したこ
とを原稿給送装置制御部２１６から、後処理装置が画像形成部２０５からの印字出力記録
紙の排出を受けられることを後処理装置制御部２１７から、原稿台上の原稿を読取れる位
置に原稿読取部２１８が達したこと、画像形成部２０５における印字出力記録紙が印字可
能になったことを確認し、画像読取り、画像印字出力を開始するために原稿画像の反射光
をＣＣＤ２０１が光電変換している画像データを受け取るように、画像処理部２０２、画
像データセレクタ２０３、画像メモ２０８、画像データ圧縮／伸長部２０７、ＨＤ制御部
２１１に画像データ取り込み開始を指示する。
【００６５】
ここで、置数が１であるので、画像メモリ２０８に書き込まれた画像データが印字出力可
能であるところまで書き込まれる時間を本体制御部２００で計測し、その時間に達したら
、画像データセレクタ２０３、レーザユニット２０４、画像形成部２０５に対して、印字
出力の開始を指示する。
【００６６】
図３は、図２における操作部２１９を詳細に示す図である。図３において３０１は、コピ
ーの置数や画像移動量などを入力するときに使用するテンキーである。３０２は、スター
トキーで、コピージョブをスタートさせるときなどに使用する。３０３はストップキーで
、スタートしたジョブを途中で停止させたいときなどに押下して、ジョブをストップでき
る。
【００６７】
３０４は、ＬＣＤ表示・入力部で、一般にコピージョブのモードを設定することや複写機
の動作状態を表示するために使用される。ＬＣＤ表示・入力部３０４はタッチパネルディ
スプレイにより構成される。３０５は、複写機に関する標準モードに反映させる動作や表
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示の設定などを行なうユーザモードの各項目の設定を行なうためのユーザモードキーであ
る。３０６は節電モードキーであり、ユーザがコピーなどのジョブ終了後、スタンバイ状
態で複写機本体を節電する節電モードへ移行するためのキーである。
【００６８】
図４から図８までは、ユーザモードにおけるタブ紙給紙部の設定のためのＬＣＤ表示・入
力部３０４に表示される画面を示す図である。ＬＣＤ表示・入力部３０４に表示される画
面はファンクション制御部２０９により制御される。図４は、図３のユーザモードキー３
０５を押下したときにＬＣＤ３０４に表示される画面を示す図である。このユーザモード
ウインドウ５００には、設定されるべき項目が列挙されている。コピー機能、プリンタ機
能など複写機のいずれの機能を利用するときにも機能全体に及ぶような共通のユーザ仕様
を設定する共通仕様設定キー５０１、コピー機能に特化したユーザ仕様を設定するコピー
仕様設定キー５０２、節電時間や複写機の電源オフ時間の設定を行なうタイマー設定キー
５０３、読み取った原稿画像を送信するためのユーザ仕様設定を行なう送信仕様設定キー
５０４、複写機の複写プロセス条件や読み取り濃度などの調整やＡＤＦのローラクリーニ
ングなどを行なう調整／クリーニングキー５０５、読み取った原稿やプリント画像変換部
２１４から送られてくる画像データを格納する機能であるボックス機能のユーザ仕様設定
を行なうボックス仕様設定キー５０６、コピージョブ、プリントジョブ、スキャンジョブ
などのレポートの仕様設定を行なうレポート仕様設定キー５０７、プリント画像変換部２
１４の仕様設定を行なうプリンタ仕様設定キー５０８、複写機本体の管理者パスワードな
どのシステム設定を行なうシステム管理設定キー５０９、読み取り画像の送信機能で使用
される宛先登録などを行なう宛先表仕様設定キー５１０などのユーザモードにおける設定
項目がある。
【００６９】
また、５１１はユーザモードウインドウ５００を閉じるためのキーである。このキー５１
１を押下すると、後述する図９の標準画面に移行する。また、ユーザモードキー３０５を
押下しても図９の標準画面に移行させることもできる。
【００７０】
図５は、図４の共通仕様設定キー５０１を押下したときに表示される共通仕様設定ウイン
ドウを示す図である。共通仕様設定ウインドウ５１２には共通仕様設定項目の一覧が表示
される。上方スクロールキー５１７、下方スクロールキー５１８により、他の項目へとウ
インドウ５１２を移動表示する。
【００７１】
上方スクロールキー５１７と下方スクロールキー５１８との間に２／３と表示されている
ものは、全体が３ページある中でスクロールしたページが２ページ目であることを示すも
のである。この中で記録紙タイプ登録キー５１３は、１２１～１２４、１５０の各給紙カ
セットにどのような種類（普通紙、色紙など）の記録紙が挿入されているかをＬＣＤ表示
・入力部３０４上で明示的にするためにその記録紙タイプを登録するためのキーである。
【００７２】
節電モード変更キー５１４は、節電モードキー３０６が押下されたときの節電モード時に
、電力の消費量などをどの程度抑えるかの設定を行なうためのものである。スリープ時の
消費電力キー５１５は、複写機本体のスリープ状態の程度を設定するキーであり、すなわ
ち本体制御部２００、原稿給送装置制御部２１６、後処理装置制御部２１７、ＨＤ制御部
２１１などの各制御部とそれぞれのモータやユニットなどの各負荷を電源ＯＦＦにするレ
ベルを設定するものである。このとき、操作部２１９と接続されているファンクション制
御部２０９は、消費電力が少ないことから電源ＯＦＦの対象外となっており、スリープか
らの復帰を受け持っている。
【００７３】
５１６は幅方向が同じ長さであるＬＴＲＲ原稿とＳＴＭＴ原稿のどちらを原稿としてみな
すかを決定するＬＴＲＲ・ＳＴＭＴ原稿の区別キーである。また、５１９はこの共通仕様
設定ウインドウ５１２を閉じるためのキーである。このキー５１９を押下するとユーザモ
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ードウインドウ５００に戻る。
【００７４】
図６は、記録紙タイプ登録キー５１３を押下したときに表示される記録紙タイプの登録設
定をするためのサブウインドウ５２０を示す図である。５２１～５２５は、それぞれ図１
における各給紙部１２１～１２４、１５０に対応した給紙部キーである。この中で記録紙
タイプを登録したい給紙部キー５２１～５２５を押下し、図７の記録紙タイプ設定サブウ
インドウ５３０を開く。
【００７５】
５３１は、給紙部に収容された記録紙が６４ｇ／ｍｍなどの普通紙であることを登録する
普通紙登録キーである。５３２は、給紙部に収容された記録紙が再生紙であることを登録
する再生紙登録キーである。５３３は、給紙部に収容された記録紙が色紙であることを登
録する色紙登録キーである。
【００７６】
５３４は、給紙部に収容された記録紙がタブ紙であることを登録するタブ紙登録キーであ
る。このタブ紙登録キー５３４を押下すると図８のようにタブ紙分割数入力サブウインド
ウ５４０が表示される。ここで分割数とは、市販のタブ紙が、通常、異なる位置に耳部（
タブ部）を持つタブ紙を順番に１枚ずつ重ねた構成を１セットとし、複数セットを１束と
し市販されており、このタブ紙1セット当たりの枚数を指す。マイナスキー５４１とプラ
スキー５４２により、分割数表示窓５４３に表示される分割数を設定する。タブ紙は一般
に５枚１セットになった５タブ紙が一般的であるが、本実施の形態では１枚１セットの１
タブ紙から２０枚１セットになった２０タブ紙までを扱えるように設定できる。
【００７７】
このように１セットあたりの分割数を予め登録しておくことにより、後述するようにタブ
紙をコピーする際に複写機本体に挿入されているタブ紙の給紙部とその分割数を入力する
手順を減らすだけでなく、ネットワーク通信Ｉ／Ｆ部２１５を通してネットワーク上の機
器から、どの給紙部に何分割のタブ紙が挿入されているかの問い合わせがあった場合に正
確に応えられる。
【００７８】
マイナスキー５４１とプラスキー５４２により分割数を設定後、タブ紙分割数入力サブウ
インドウ５４０を閉じるためのキー５４４を押下すると、記録紙タイプ設定サブウインド
ウ５３０に戻る。さらに、記録紙タイプ設定サブウインドウ５３０において、記録紙タイ
プの入力が終了してＯＫキー５３６を押下すると、設定を登録して共通仕様設定ウインド
ウ５１２に戻る。
【００７９】
また記録紙タイプ設定サブウインドウ５３０において、設定した内容を登録したくないと
きは、キャンセルキー５３５を押下することにより、設定を登録せずに共通仕様設定ウイ
ンドウ５１２に戻ることもできる。
【００８０】
このようにして複写機に挿入されているタブ紙の給紙部とタブ紙の分割数の登録を予め行
なう。
【００８１】
ここで、タブ紙給紙部、タブ紙分割数が登録されていないときには、図１１のようにコピ
ーを行なうときのさまざまなモード設定を行なう応用モード画面において、タブ紙関連の
モード設定キーは表示されない。つまり、図１１の画面においてタブ紙インサートモード
キー３４４、タブ紙作成モードキー３４５が表示されない。
【００８２】
尚、図１１の画面においてタブ紙インサートモードキー３４４、タブ紙作成モードキー３
４５を表示しても網掛け表示など他のキーとは異なる表示にし、これらのキーが押されて
も選択出来ないようにしてもよい。
【００８３】
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一方、タブ紙給紙部、タブ紙分割数が予め登録されているときには、図１１のようにタブ
紙インサートモードキー３４４、タブ紙作成モードキー３４５が表示され、タブ紙関連の
設定が可能となる。
【００８４】
図９から図１１までに、図３のＬＣＤ表示・入力部３０４を詳細に例示する。ユーザモー
ドウインドウ５００（図４参照）において、キー５１１が押下されたときに戻る表示画面
が図９の標準画面３１０である。この標準画面３１０は応用モードのアイコンであり、押
下すると各種モード設定を行なうサブウインドウが開く。
【００８５】
３１５は、原稿の複写を行なうコピー機能、スキャン画像変換部２１３やネットワーク通
信Ｉ／Ｆ２１５などを介してネットワーク上の機器へ原稿画像データを送信する送信機能
、原稿を画像データとしてＨＤ２１２に格納し、後にプリントしたり、コピーしたり、ス
キャン画像変換部２１３、ネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５を介してネットワーク上の機器
に送信したりする、原稿画像データを蓄積するボックス機能、ネットワーク上の機器から
の画像データをネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５からプリント画像変換部２１４を介して画
像形成を行なうプリント機能をはじめとする拡張機能などの各ジョブの機能を選択できる
キー群である。
【００８６】
３１２は、給紙部選択アイコンであり、押下すると図１０に示すような給紙部を選択する
ためのサブウインドウが開き、給紙部の表示・選択が行なえる。
【００８７】
３１４は画像モードを決定するキー群で、自動濃度補正、文字モード、文字写真モード、
写真モードなどの各種の画像モードを選択し、文字モード、文字写真モード、写真モード
が選択されたときには、濃度キーにより、濃度を変化させることができる。
【００８８】
３１３は、原稿の倍率を変化させるためのキー群で、１００％等倍、縮小、拡大、１％刻
みのズームキーや原稿全体をコピーするときに使用する「少し小さめ」キーなどの各種の
キーが含まれる。いずれの場合にも、原稿の倍率を変化させるもので、倍率設定後は設定
された倍率が表示される。３１６はソータキーであり、記録紙が出力された後、フィニッ
シングを設定する。例えば、複数枚の原稿をまとめた１部の出力を複数部出力したいとき
のソートモード、各原稿１ページを設定した置数分出力するグループソート、ソートモー
ドで出力した記録紙を１群ごとにまとめてステープルするステープルモードなどがある。
【００８９】
３１７は両面キーであり、原稿の片面を読み込むか又は両面を読み込むか、記録紙の片面
に出力するか又両面に出力するかのような各種のモードを設定する。各種のモードには、
原稿の片面を読み込んで記録紙の両面に出力する片両モード、原稿の両面を読み込んで記
録紙の両面に出力する両両モード、原稿の両面を読み込んで記録紙の片面に出力する両片
モード、原稿の片面を２分割して読み込んで記録紙の両面に出力するページ連写両面モー
ドなどが含まれる。また３１８は、割り込みキーであり、大量部数のコピージョブなどを
行なっているときに、途中で中断して別のコピーを取りたいときなどに使用される。
【００９０】
図１０は、図９の記録紙選択キー３１２を押下したときに表示されるサブウインドウであ
り、画像形成装置本体１００の第１の給紙カセットデッキ１２１、第２の給紙カセットデ
ッキ１２２、上段カセット１２３あるいは下段カセット１２４、デッキ１５０、及びマル
チ手差しトレイ１５４の各給紙部のうち、選択する給紙部を設定する。
【００９１】
３２１はマルチ手差しトレイ１５４に対応するキーである。３２２はＡ４記録紙が収容さ
れている第１の給紙カセットデッキ１２１に対応しているキーである。３２３はＡ３記録
紙が収容されている第２の給紙カセットデッキ１２２に対応して対応しているキーである
。
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【００９２】
３２４は上段カセット１２３に対応するキーであり、図１０においてタブ紙給紙部として
設定されたタブ紙給紙部の表示がなされている。Ａ４サイズのタブ紙が収容されているこ
とを示しており、これにより、ユーザはタブ紙をどこにセットすればよいか又はどこに設
定されているかを認識できる。
【００９３】
３２５は下段カセット１２４に対応するキーであり、Ａ４記録紙に設定されているが、記
録紙が収容されていないことを示している。３２６はデッキ１５０に対応するキーであり
、Ａ３記録紙が収容されていることを示している。３２７は自動給紙選択キーで、自動給
紙選択されているときには、原稿サイズと設定されたコピーモードから最適な記録紙検出
を自動的に行ない、見つからなかった場合には、第二候補の記録紙サイズを選択する。
【００９４】
　図１１は、図９における応用モードキー３１１を押下したときのサブウインドウであり
、それぞれ各コピーモードを設定する機能のアイコンが表示されている。３４０はページ
連写キーであり、原稿を見開きとしてみなし、２分割して二つの原稿として読み取るモー
ドである。３４１は表紙／合紙キーであり、出力紙に表紙や裏表紙、仕切りのための合紙
を給紙部選択して１部のコピーを出力させるモードである。３４２は製本モードキーであ
り、原稿をコピーした出力紙の中央で中折りしたときに見開きの本のように出力するモー
ドである。３４３はネガポジ反転キーであり、原稿画像の白部分を黒に、黒部分を白にコ
ピーするモードである。
【００９５】
３４５はタブ紙作成キーであり、このキーが押されることにより図１０に示す上カセット
３２４のようにタブ紙給紙部がある場合、タブ紙を給紙し、原稿に印字されているタブ部
分に対応する画像をタブ位置に移動させてタブ紙のタブ部分に印字するタブ紙作成モード
が設定される。
【００９６】
３４４はタブ紙インサートキーであり、このキーが押されることにより図１０に示す上カ
セット３２４のようにタブ紙給紙部がある場合、タブ紙を合紙のように仕切り記録紙とし
て使用し、タブ部分に対応するコピー原稿でタブに印字するために画像移動などを行なう
タブ紙インサートモードが設定される。
【００９７】
３４６はモードメモリキーであり、このキー操作によって応用モードやキー３１６（図９
参照）で設定されたソートモード、キー３１５で設定された変倍モード、キー３１４で設
定された画像モードなど設定された各種モードが記憶される。３４７はコールキーであり
、このキーを押下することによって前回のコピー時の設定を呼び戻すことができる。３４
８はイメージ合成キーであり、背景の画像を登録したり、予め登録されている背景の画像
を原稿に重ね合わせて出力するときに操作する。
【００９８】
３４９は、原稿混載キーであり、自動原稿給送装置１８０に複数の原稿が載置され、Ａ４
サイズの原稿とＡ３サイズの原稿とが混在しているときに操作するキーである。３５０は
、ＯＨＰ中差しキーであり、マルチ手差しトレイ１５４などにＯＨＰ用紙が設定されてい
るときに、マルチ手差しトレイ１５４からＯＨＰを給紙し、印字し、同じ画像を他の給紙
部から給紙された普通の記録紙に印字したり、また印字せずに出力させたりするＯＨＰの
中差し記録紙をＯＨＰの間に入れるときに操作するキーである。
【００９９】
３５１は移動キーであり、記録紙に対して原稿画像をどのように移動させるかを設定する
ときに操作するキーである。３５２はとじ代キーであり、出力紙にとじ代を作成するため
に、画像を移動させるときに操作するキーである。３５３は枠消しキーであり、原稿画像
の外枠を消去したり、印字時に記録紙の外枠の画像を消去したりするときに操作するキー
である。３５４は縮小レイアウトキーであり、複数の原稿を１枚の記録紙にレイアウトし
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て印字するときに操作するキーである。３５５は拡大レイアウトキーであり、縮小レイア
ウトキー３５４などで作成された１枚あたりの複数の画像を分割して、印字するときに操
作するキーである。３５６は、応用モードのサブウインドウを閉じ、標準画面３１０に戻
るためのキーである。
【０１００】
図１２は、図１１におけるタブ紙作成キー３４５、タブ紙インサートキー３４４が押下さ
れたときに開くサブウインドウであり、タブ紙給紙部からタブ紙が給紙され、印字を行な
うときの画像移動量を設定するサブウインドウである。この移動量は、図２８に示す様に
、原稿の画像のうち記録紙のタブ部に印字する画像を記録紙のタブ部に印字できるように
、その画像を移動させる移動量である。Ａ４サイズのタブ紙の場合、通常は１２ｍｍほど
移動させればよいが、本実施の形態ではタブに印字する文字の大きさや原稿上の位置によ
りその移動量が変化するため、０ｍｍから２５ｍｍの範囲で移動量を設定できる。
【０１０１】
３３０は移動量を少なくするときに操作するマイナスキーであり、３３１は移動量を増や
すときに操作するプラスキーである。３３２は現在設定しようとしている移動量を表示し
ている部分である。３３３は、移動量の設定をキャンセルし、タブ分割数を設定するため
の入力画面であるサブウインドウ（図１１参照）に戻るときに操作する取り消しキーであ
る。３３４は、３３２に表示されている移動量を設定するときに操作するＯＫキーである
。
【０１０２】
図１２のＯＫキー３３４が押されると図１３に示すタブ紙インサートモード画面が表示さ
れる。図１３は、タブ紙の挿入を設定するタブインサートモードの表示画面を示す図であ
る。３７０は、タブ紙を挿入するページを表示する挿入ページウインドウで、１枚目のタ
ブ紙を選択するときには、「１枚目」と表示された部分を押下し、テンキー３０１により
、タブ紙が挿入されるべきページ数を入力する。図示した例では、１枚目が「２ページの
前」に設定されているので、１枚目のタブ紙が１ページと２ページとの間に挿入される。
同様に２枚目のタブ紙が２ページと３ページとの間に挿入され、３枚目のタブ紙が３ペー
ジと４ページとの間に挿入され、４枚目のタブ紙が４ページと５ページとの間に挿入され
、５枚目のタブ紙が７ページと８ページとの間に挿入されるように設定されている。
【０１０３】
３７１は取消キーであり、この取消キー３７１の操作によってタブ紙の挿入設定をキャン
セルできる。タブ紙の挿入設定をキャンセルすると、タブ紙に印刷する画像の移動量を設
定するサブウインドウ（図１２）に戻る。３７２は、タブ紙を挿入するページが７箇所以
上である場合に、挿入ページウインドウ３７０をスクロールアップするキーである。３７
３は、タブ紙を挿入するページが７箇所以上である場合に、挿入ページウインドウ３７０
をスクロールダウンさせるキーである。３７４は、挿入ページウインドウで設定されたタ
ブ紙の挿入をコピージョブで実行するためのＯＫキーであり、このＯＫキー３７４が押さ
れることによってタブ紙インサートモードの設定が完了する。
【０１０４】
以上のように図１１から図１３までを参照して説明した方法に従ってタブ分割数、タブ紙
画像移動量、及びタブ紙挿入ページが設定される。
【０１０５】
図１４は、タブ紙インサートモードにおける原稿の配列例を示す図である。
【０１０６】
図１５は、タブ紙インサートモードにおける出力紙の配列例を示す図である。
【０１０７】
この例では、原稿サイズと記録紙サイズは一致しているが、タブ画像原稿４００とその画
像を形成するタブ紙４１１とでは、タブ紙４１１からタブ部が突出している点のみが異な
る。タブ画像原稿４００は、原稿４０１の間に挟まれている。タブ画像原稿４００の画像
は設定された移動量だけ移動されて、タブ紙４１０に印字される。
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【０１０８】
図１６は、タブ紙作成モードにおける原稿の配列例を示す図である。
【０１０９】
図１７は、タブ紙作成モードで画像形成された出力紙の配列例を示す図である。図１６の
タブ画像原稿に印字されていた画像が、設定された移動量だけ移動して、タブ紙のタブ部
に印字される。
【０１１０】
図１８は、タブ紙インサートモードにおける画面の遷移を示す図である。標準画面３１０
（図９参照）から応用モードキー３１１が押下されたときに応用モード画面（図１１参照
）と同じ応用モード画面６００が表示される。応用モード画面６００でタブ紙インサート
キー６０１が押下されると、タブ紙への画像移動量を設定するサブウインドウ（図１２参
照）と同じ画像移動量を設定するサブウインドウ（画像移動量サブウインドウ）６１０が
表示される。この画像移動量サブウインドウ６１０では、タブ紙の１セットあたりの分割
数が分割数表示領域６１３に表示される。本実施の形態では、図８のように１セットあた
り５分割のタブ紙を設定しているため、タブ紙分割数は５と表示されている。取消キー６
１１が押下されると、応用モード画面６００に戻る。
【０１１１】
画像移動量サブウインドウ６１０において、ＯＫキー６１２が押下されると、インサート
ページを設定するサブウインドウ（図１３参照）と同じ画面のインサートページ設定画面
６２０が表示される。取消キー６２１が押下されると、画像移動量サブウインドウ６１０
に戻る。
【０１１２】
インサートページ設定画面６２０では、ＯＫキー６２２が押下されると、応用モード画面
６００に戻り、タブ紙インサートモードにおける一連の設定が終了する。また、このとき
、標準画面３１０に戻ってもよい。インサートページ設定画面６２０において、取消キー
６２１が押下されると、タブ紙の画像移動量サブウインドウ６１０に戻る。
【０１１３】
図１９は、タブ紙作成モードにおける画面の遷移を示す図である。標準画面３１０におい
て応用モードキー３１１が押下されると、応用モード画面７００が表示される。応用モー
ド画面７００でタブ紙作成キー７０１が押下されると、画像移動量サブウインドウ７１０
が表示される。この画像移動量サブウインドウ７１０には、タブ紙の１セットあたりの分
割数が分割数表示領域７１３に表示される。本実施の形態では、図８のように１セットあ
たり５分割のタブ紙を設定しているため、タブ紙分割数は５と表示されている。取消キー
７１１が押下されると、応用モード画面７００に戻る。画像移動量サブウインドウ７１０
では、ＯＫキー７１２が押下されると、応用モード画面７００に戻り、タブ紙作成モード
の設定が終了する。なお、このとき、図９の標準画面３１０に戻るようにしてもよい。以
上で述べた設定情報、例えば、設定されたタブ紙の給紙部とタブ紙の分割数等の設定情報
は、１度電源ＯＦＦした後も記憶している。
【０１１４】
以上のように、原稿の間にタブ画像原稿が挿入されているときに本文とタブ紙のタブ部へ
の同時コピーを行なうタブ紙インサートモードやタブ紙用の原稿からタブ紙のタブ部への
コピーを行うための設定を行う。
【０１１５】
次にこのタブ紙インサートモードやタブ紙作成モードを表示するためのタブ紙給紙部やタ
ブ紙分割数の設定を保存する方法について、図２０、図２１を用いて説明する。
【０１１６】
図２０は、図２のファンクション制御部２０９の回路構成の概略ブロック図である。１８
０１は、ＲＯＭであり、ファンクション制御部２０９によって実行される制御プログラム
が内蔵記憶されており、画像形成装置本体の電源が投入されたとき、ＲＡＭ１８０２に展
開され、ＣＰＵ１８０５において、実行される。１８０３は、バックアップＲＡＭであり
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、ＲＯＭ１８０１に格納されているプログラムの実行により変更され、次回の電源投入時
までも保存しておく必要がある設定データが保存される。例えば、本実施の形態において
設定されるタブ紙給紙部やタブ紙分割数などが保存され、次回電源投入時にその設定を読
み出すことが可能となる。
【０１１７】
本実施の形態においては、バックアップRAMとしたが、ＥＥＰＲＯＭ、ＨＤＤでも不揮発
性の読み書き可能なメモリ媒体であれば良い。１８０４は、操作部駆動回路であり、図２
の操作部２１９を駆動する回路である。図３に示す操作部の３０１～３０３、３０５の各
キーの入力を受けて該入力の内容をＣＰＵ１８０５に渡したり、ＬＣＤ表示・入力部３０
４への表示データをＣＰＵ１８０５からの指示により、表示させる。
【０１１８】
１８０６は、ネットワークＩ／Ｆ駆動回路であり、ネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５を駆動
するための回路である。ネットワークを介して接続されるホストコンピュータからのデー
タを受け取り、そのデータの種類により、プリント画像変換部２１４がプリント画像デー
タを受け取れるように設定したり、ファンクション制御部２０９が所有している画像形成
装置本体制御部２００の各種データを送出したり、原稿読み取り部２１８によりスキャン
された原稿画像を画像メモリ２０８からスキャン画像変更部２１３からの画像データを送
出するように設定変更するための回路である。
【０１１９】
１８０７は、スキャン画像変換部駆動回路であり、スキャン画像変換部２１３を駆動する
ための回路である。これは、原稿読み取り部２１８、ＣＣＤ２０１により、スキャンされ
、画像処理部２０２を介して画像メモリ２０８に一時的に保存されているか、ＨＤ２１２
からの蓄積圧縮画像ビットマップデータを画像データ圧縮／伸長部２０７によりビットマ
ップデータにもどされた原稿画像のビットマップデータを所定のフォーマット（例えばＪ
ＰＥＧＦなど）に変換するための回路である。１８０８は、プリント画像変換部駆動回路
であり、ホストコンピュータからの画像データをネットワークＩ／Ｆ回路で受けたあと、
ＣＰＵ１８０５の指示により所定のビットマップ画像データに変換する回路である。
【０１２０】
以上のような回路構成において、タブ紙給紙部やタブ紙分割数がどのように設定保存され
、タブ紙インサートモードやタブ紙作成モードのようなタブ紙プリントモードを操作部２
１９上のＬＣＤ表示・入力部３０４に設定／表示可能とするかを図２１の（ａ）及び図２
１（ｂ）のフローチャートで説明する。
【０１２１】
まず、図２１の（ａ）のＳ１９０１において、画像形成装置本体の電源が投入され、本体
制御部２００、原稿給送装置制御部２１６、後処理装置制御部２１７、ＨＤ制御部２１１
、ファンクション制御部２０９、などに含まれるＣＰＵが稼働し、本実施の形態における
ファンクション制御部２０９においては、ＲＯＭ１８０１のプログラムデータがＲＡＭ１
８０２に展開され、ＣＰＵ１８０５において実行される。Ｓ１９０２においてバックアッ
プＲＡＭ１８０３に保存されているバックアップデータを読み出し、画像形成装置本体制
御部２００に含まれる各種設定項目をバックアップデータにしたがって設定する。特にフ
ァンクション制御部２０９が制御する操作部２１９に対しては操作部駆動回路１８０４を
介してバックアップデータに従った各種モード設定を行なう。
【０１２２】
ステップＳ１９０３において、その各種設定の一つである、タブ紙給紙部、タブ紙分割数
に関する、タブ紙給紙部設定用のバックアップデータがあるか否かを判別し、タブ紙給紙
部設定用のバックアップデータがある場合には、ステップＳ１９０４で操作部２１９に対
して、応用モードキー３１１が押された際に図１１のようにタブ紙プリントモード（つま
り、タブ紙インサートモードやタブ紙作成モードなどのタブ紙プリントモード）に関する
キーを表示するように操作部駆動回路１８０４を介して設定を行なう。
【０１２３】
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一方、タブ紙給紙部設定用のバックアップデータがない場合には、ステップＳ１９０５で
操作部２１９に対して、応用モードキー３１１が押された際に図１１のタブ紙プリントモ
ード（つまり、タブ紙インサートモードやタブ紙作成モードなどのタブ紙プリントモード
）に関するキー３４４及び３４５を表示しないように操作部駆動回路１８０４を介して設
定を行なう。これでステップＳ１９０１の電源投入後の初期設定が終り、スタンバイの状
態になる。
【０１２４】
図２１の（ｂ）のステップＳ１９０６で操作部２１９からユーザモードキー３０５が押下
されると、図４の画面を表示し、共通仕様設定キー５０１を押下し図５の画面を表示させ
る。用紙のタイプを登録する場合は、ステップＳ１９０７において用紙タイプの登録キー
５１３が押下されると図６の画面が表示される。ステップＳ１９０８でタブ紙が収納され
る給紙部を設定する。収納する用紙タイプはタブ紙なので、図７の画面でタブ紙キー５３
４を押下する。ステップＳ１９０９において、操作部２１９からタブ紙分割数が入力され
たときは当該タブ紙分割数を、または入力されない場合は所定のタブ紙分割数を設定する
。そして、ステップＳ１９１０において、設定、即ち選択されたタブ紙給紙部とそのタブ
紙分割数をバックアップデータとして、バックアップＲＡＭ１８０３に記憶する。
【０１２５】
以上が終了した時点でステップＳ１９１１において、タブ紙インサートモードやタブ紙作
成モードなどのタブ紙プリントモードに関するキーを操作部２１９に対して表示可能とす
るように操作部駆動回路１８０４を介して設定を変更する。ステップＳ１９０７において
用紙のタイプを登録しないのであればステップＳ１９１２で他の設定が行なわれる。
【０１２６】
このような設定情報の設定作業は、実際の複写に関する操作を行なう前に予め行なってお
くのが通常であり、前記実施の形態では予めユーザモードにてタブ紙の給紙部とタブ紙の
分割数等の設定をおこない、これらが指定されていることに応じてタブ紙プリントモード
を選択可能とした。そして一旦設定した上は、その設定情報をそのまま使用して日常の画
像形成装置の動作を実施することが可能で、すなわち、設定された情報は装置本体の電源
をＯＦＦしても、設定情報を記憶部に記憶・保持することで、再び電源を立ち上げたとき
には、電源ＯＦＦ前の設定情報をそのまま使用することができる。このようにすることで
、一々、設定情報の入力作業を行なわなければらないといった不具合を回避することがで
きることから、設定のわずらわしさを解消し、操作性の良い画像形成装置を提供すること
ができる。
【０１２７】
他の実施の形態として、事前の設定の有無に係わらず、応用モードキー３１１が押された
際に図１１のタブ紙プリントモードに関するキー３４４及び３４５を表示させる場合を述
べる。つまり、まずタブ紙プリントモードの選択は可能とし、そのタブ紙プリントモード
設定操作の一連の流れの中で１度だけ、タブ紙給紙部及び分割数を設定させ、その設定を
上記と同様、記憶しておき、次回（二度目の設定操作以降）のタブ紙プリントモードの設
定では、この記憶した値を読み出すことで、予め給紙部とタブ紙の分割数等の設定がされ
ているときと同様にタブ紙給紙部及び分割数の設定を省略させるものである。
【０１２８】
このような場合にタブ紙インサートモードやタブ紙作成モードのようなタブ紙プリントモ
ードを操作部２１９上のＬＣＤ表示・入力部３０４に設定／表示可能とするための手順を
図２９のフローチャートでを参照して説明する。
【０１２９】
予め操作部２１９に対して、応用モードキー３１１が押された際に図１１のようにタブ紙
プリントモードのキーが選択可能となるように操作部駆動回路１８０４を介して設定が行
なわれる。ステップＳ２９０１において、応用モードキー３１１が押下され、ステップＳ
２９０２でタブ紙インサートモードキー３４４やタブ紙作成モードキー３４５が押下され
ると、ステップＳ２９０３においてバックアップＲＡＭ１８０３に保存されているバック
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アップデータが読みだされ、ステップＳ２９０４において、バックアップデータの一つで
ある、タブ紙給紙部とタブ紙分割数に関する設定のバックアップデータがあるか否かを判
別し、タブ紙給紙部設定がない場合には、ステップＳ２９０５にてタブ紙給紙部を設定す
るために図６と同様の画面が表示され、給紙部を選択する。一方、収納する用紙はタブ紙
なので図７の用紙タイプの登録画面は省略可能である。次にステップＳ２９０６において
、操作部２１９から所定のタブ紙分割数を設定する。そして、ステップＳ２９０７におい
て、選択されたタブ紙給紙部とそのタブ紙分割数をバックアップデータとして、バックア
ップＲＡＭ１８０３に記憶する。ステップＳ２９０８において図１８の画面６１０の分割
数表示領域６１３に示すようにタブ紙プリントモードの設定画面中にタブ紙分割数を表示
可能なように操作部２９を設定し、ステップＳ２９０９でタブ紙への画像移動量やインサ
ートページを設定するサブウインドウ（図１２や図１３参照）などを表示し、タブ紙プリ
ントモードの設定を行なう。
【０１３０】
ステップＳ２９０４おいて、タブ紙給紙部とタブ紙分割数に関する設定のバックアップデ
ータがあると判断した場合（既にステップＳ２９０５～Ｓ２９０７の設定が行なわれてい
る場合）、つまりタブ紙プリントキーの押下が二回目以降の時は、タブ紙給紙部の設定ス
テップＳ２９０５とタブ紙分割数の設定ステップＳ２９０６は行なわず、ステップＳ２９
０８において図１８の画面６１０の分割数表示領域６１３に示すようにタブ紙プリントモ
ードの設定画面中にタブ紙分割数を表示可能なように操作部駆動回路１８０４を介して設
定が行なわれる。
【０１３１】
よって、この様に制御することで次回タブ紙プリントモードの設定を行なう際には、既に
タブ紙給紙部と、そのタブ紙分割数がバックアップデータとして、バックアップＲＡＭ１
８０３に記憶されているので、タブ紙給紙部の設定とそのタブ紙分割数の設定を省略でき
る。つまり、図６、図７及び図８の画面は表示せずに、例えば、タブ紙インサートモード
であれば図１８と同様な画面遷移となる。
【０１３２】
尚、どの実施の形態についてもいえることであるが、複数の給紙部にタブ紙が収納されて
いる場合は、どの給紙部から給紙するかの指定が必要である。その場合でもタブ紙の分割
数はその給紙部ごとに設定されているのでタブ紙プリントモードの設定の際にタブ紙の分
割数が改めて設定される必要は無い。よって、少なくともタブ紙の分割数、つまりタブ紙
1セット当たりの枚数の設定は要求されないことになる。
【０１３３】
次にホストコンピュータで本発明の画像形成装置からタブ紙プリントモードでプリントア
ウトするとき、そのタブ紙プリントモードの設定方法やタブ紙に関する情報の取得方法に
ついて述べる。
【０１３４】
まず、ホストコンピュータがＰＣである場合、画像形成装置専用のソフトウェアが用意さ
れていることが一般的である。このソフトウェアを一般にプリンタドライバと称している
。本実施の形態の画像形成装置においても、専用のプリンタドライバが用意され、画像形
成装置の機能であるステープルや両面などの各種機能の設定を行なうことが可能である。
ここでは、ホストコンピュータの本画像形成装置設定用の専用のソフトウェア(プリンタ
ドライバ)により、本画像形成装置へタブ紙の給紙部情報やタブ紙分割数などの情報を要
求する方法について詳述する。
【０１３５】
図２２に画像形成装置１００とホストコンピュータ（ＰＣ１、ＰＣ２、ＰＣ３、ＰＣ４）
のネットワーク接続例を示す。画像形成装置と各ホストコンピュータは、ネットワークに
より各々接続可能であり、各ホストコンピュータはＩ／Ｆネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５
を介して、ネットワークＩ／Ｆ駆動回路１８０６により、画像形成装置本体１００の内部
データを取得可能である。この場合の内部データとは、ＲＡＭ１８０２上にある動作情報
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データやバックアップＲＡＭ１８０３に含まれる各種設定であり、各ホストコンピュータ
へ送出可能である。各ホストコンピュータは、それぞれ画像形成装置でプリントアウトを
行なう場合、前述のプリンタドライバにより、画像形成装置で可能な印刷モードを設定す
る。
【０１３６】
本発明の画像形成装置はタブ紙の給紙をサポートしているので、各ホストコンピュータは
、画像形成装置内のタブ紙給紙部設定のデータやタブ紙分割数のデータなどに応じてプリ
ンタドライバ上でタブ紙プリントモードの設定項目の表示／非表示、およびこれら項目の
設定を行なう。図２３の（ａ）及び（ｂ）に画像形成装置とプリンタドライバのタブ紙給
紙部情報の取得方法についてのフローチャートを示す。(ａ）は、画像形成装置本体１０
０を実行動作するためのファンクション制御部２０９に含まれるデータをネットワーク通
信Ｉ／Ｆ２１５を介してネットワーク上接続可能なホストコンピュータに公開する不図示
のデータ公開部の情報提供方法を示すフローチャートである。
【０１３７】
本フローチャートにおいては、タブ紙に関するものの公開方法についてのみ、詳述してい
る。ステップＳ２１００において、画像形成装置の電源がＯＮまたは装置の初期化がされ
、ファンクション制御部２０９の各プログラムが起動され、データ公開部のプログラムも
ＲＡＭ１８０２上に展開され、動作を開始する。ステップＳ２１０１においては、ネット
ワーク通信Ｉ／Ｆ部２１５を経由して、ホストコンピュータが必要とするデータ情報を公
開するための初期設定を行なう。その後、ステップＳ２１０２において、給紙部情報取得
要求待ちとなり、各ホストコンピュータからの給紙部情報要求を待つ。
【０１３８】
各ホストコンピュータのうち1台のホストコンピュータから給紙部情報取得要求があった
場合、ステップＳ２１０３において、画像形成装置本体の給紙部情報をネットワークＩ／
Ｆ駆動回路１８０６を介してネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５にセットする。そして、ステ
ップＳ２１０４において、給紙部情報中にタブ紙給紙部があるか否かを検索し、タブ紙給
紙部が存在する場合には、ステップＳ２１０５ですでに設定されているタブ紙給紙部のタ
ブ紙分割数をセットする。そして、ステップＳ２１０６へ進み、給紙部情報を要求してき
たホストコンピュータに対して送信するようにネットワークＩ／Ｆ駆動回路１８０６を介
してネットワーク通信Ｉ／Ｆに設定する。
【０１３９】
尚、上記のフローでは、給紙部情報を要求してきたホストコンピュータに対して送信する
ようにしたが、タブ紙が収納された給紙部と該タブ紙の分割数に関する給紙部情報をネッ
トワークＩ／Ｆ駆動回路１８０６を介してネットワーク通信Ｉ／Ｆ２１５にセットしてお
くことでネットワーク通信Ｉ／Ｆに繋がったホストコンピュータが必要に応じて給紙部情
報を取得するようにしても良い。
一方、給紙部情報を要求してきたホストコンピュータのプリンタドライバは、図２４に示
すようなホストコンピュータ上のプリンタドライバ表示と、図２３の（ｂ）に示すような
フローによって、給紙部情報の取得、およびタブ紙モードの設定／表示を行なう。
【０１４０】
また、ネットワーク通信を実施の形態として説明したが、１台のＰＣと１台の画像形成装
置との関係においても同様のことが言える。
【０１４１】
図２４は、本実施の形態のフローチャートで使用するプリンタドライバの例を示している
。２２００は、ホストコンピュータから印字指定を行なったときに図２４に示すような本
実施の形態に係る画像形成装置のプリント機能を設定する際に表示されるプリンタドライ
バの給紙設定に関する画面であり、給紙設定タグ２２０２を押下したところである。この
他にページサイズや拡大縮小率を設定するページ設定タグ２２０１、後処理装置１９０に
おいてステイプルモードや製本モードなどの設定を行なう仕上げ設定タグ２２０３、画像
形成装置本体１００の各種装備などを設定、あるいは情報を取得するためのデバイス設定



(18) JP 4250368 B2 2009.4.8

10

20

30

40

50

タグ２２０４などがある。
【０１４２】
２２０５は、給紙設定を行なう際に、プリントの本文を給紙するための給紙部設定表示で
あり、画像形成装置の本体制御部２００に給紙部を自動的に選択させるときには、２２０
６の「自動」を選択し、２２０７、２２０８、２２０９、２２１０、２２１１の各給紙部
設定は、図１の１２１、１２２、１２３、１２４、１５０、１５４などの各給紙部に相当
する。
【０１４３】
２２１０のように画像形成装置本体２００の上段カセット２２３に相当するカセット３に
タブ紙が設定されているとき、タブ紙給紙を行なうことが可能で、ユーザが選択できるよ
うに２２１２のようにタブ紙給紙部として、独立表示を行なう。２２１３は、２２１２の
タブ紙給紙部が選択されたとき、有効となるタブ紙作成モードであり、左のチェックボッ
クスを押下したときに、有効となり、図１１のコピーモードにおけるタブ紙作成キー３４
５と同等のものである。
【０１４４】
２２１４は、２２１２のタブ紙給紙部が選択されたとき、有効となるタブ紙インサートモ
ードであり、左のチェックボックスを押下したときに、有効となり、図１１のコピーモー
ドにおけるタブ紙インサートキー３４４と同等のものである。図では、このタブ紙インサ
ートモードのチェックボックスが黒反転表示されており、設定されていることを示してい
る。
【０１４５】
２２１５は、タブ紙インサートモード２２１４が選択されたときに有効となるタブ紙イン
サートページ設定表示である。本実施の形態では５分割のタブ紙が２２１０のカセット３
に設定されているので、５ページ分の設定が行なえるようになっており、２２１６、２２
１７、２２１８、２２１９、２２２０により、タブ紙が挿入される各ページの番号を設定
可能となっている。
【０１４６】
図示した例では、一つ目のタブが本文１ページ目に挿入、二つ目のタブが本文１０ページ
目に挿入、三つ目のタブが本文１５ページ目に挿入、四つ目のタブが本文２５ページ目に
挿入、五つ目のタブが本文３０ページ目に挿入されるように設定されていることを示す。
２２２１は、ＯＫキーであり、このプリンタドライバ画面で設定された表示をすべて有効
とするためのものである。２２２２は、キャンセルキーであり、プリンタドライバ画面で
設定された項目をキャンセルし、詳述しないデフォルトの設定に戻すためのキーである。
【０１４７】
次に本プリンタドライバを用いたときの設定／表示のフローを示している図２３Ｂについ
て説明する。ステップＳ２１１０において、ホストコンピュータ（ＰＣ）の電源が押下さ
れ、さまざまなアプリケーションから本実施の形態の画像形成装置に対する印刷指示が出
されるまでステップＳ２１１１において待つ。印刷指示が出されたあと、ステップＳ２１
１２において指示の出された画像形成装置へ予め設定されているＩＰアドレスなどにより
、接続設定を行なう。
【０１４８】
次にステップＳ２１１３において、画像形成装置における給紙部情報を取得し、ステップ
Ｓ２１１４でタブ紙給紙部があるか否かを判別する。タブ紙給紙部が存在する場合には、
ステップＳ２１１６において、図２４に図示する本文給紙部表示２２０５のカセット３給
紙部を示す２２１０のように該当給紙部がタブ紙であることを表示し、さらにタブ紙印字
を行なう給紙部を選択できるように２２１２のようにタブ紙給紙部として選択可能な給紙
部表示を行なう。このタブ紙給紙部候補表示２２１２には、画像形成装置本体で設定され
ているタブ分割数（この場合、５分割）を同時に表示し、さらに、タブ紙インサートモー
ドのページ設定を行なう表示２２１５のページ数（２２１６、２２１７、２２１８、２２
１９、２２２０）へも反映される。タブ紙給紙部が存在しない場合には、ステップＳ２１
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１５において、タブ紙に関するプリントモード設定を図２５のように非表示とし、ステッ
プＳ２１１１に戻る。
【０１４９】
ステップＳ２１１６以降は、画像形成装置にタブ紙給紙部が存在する場合に、ユーザが行
なうタブ紙給紙設定に関するデータの処理の方法について説明している。ステップＳ２１
１６において、タブ紙給紙部表示、及びタブ紙分割数表示が行なわれたあと、ステップＳ
２１１７において、給紙する用紙タイプはタブ紙であるか否かを判断する。
【０１５０】
ユーザが用紙タイプをタブ紙であると設定した場合には、ステップＳ２１１８のようにタ
ブ紙挿入を行なうページの設定をユーザが行ない、タブ紙挿入ページ設定を終了するまで
繰り返す（ステップＳ２１１９）。タブ紙挿入ページ設定が終了したら、ステップＳ２１
２０において、設定されたページ数と取得したタブ分割数から余剰タブがあるか否かを判
断する。
【０１５１】
余剰タブとは、例えば、５分割のタブ紙設定である場合に、３ページ分しかタブ紙を給紙
するページを設定していない場合、残りの２ページ分が余る。この余った２ページのこと
を余剰タブというのである。
【０１５２】
図２６に２ページ分だけ設定したときのプリンタドライバの表示例を示す。２４０１と２
４０２のように１ページ目と２ページ目のタブ紙には、それぞれ挿入ページが設定されて
いるが、それ以外のページには、挿入ページが設定されていない。このとき、ホストコン
ピュータのオペレーターがＯＫキーを押下すると余剰タブが発生するのである。
【０１５３】
ステップＳ２１２０において、余剰タブがあると判別された場合、ステップＳ２１２１に
おいて、余剰タブがある警告を図２７に示すようなダイアログとしてホストコンピュータ
上に表示する。そして、ステップＳ２１２２において、給紙されるタブ数を印刷先である
ステップＳ２１１２で接続設定された画像形成装置に対して通知を行なう。
【０１５４】
以上述べてきたように、本実施の形態によれば、ファンクション制御部２０９に含まれる
データ公開部のプログラムにより、タブ紙給紙部をネットワークを介して接続されるホス
トコンピュータに対して、要求されたデータを送出することが可能となり、ホストコンピ
ュータにおいてもタブ紙給紙部とタブ分割数を画像形成装置本体に設定されている値を把
握しつつ、タブ紙への印字を行なうことが可能となる。
【０１５５】
つまり、画像形成装置にタブ紙給紙部とそのタブ紙分割数が設定されているとき、プリン
タドライバ画面上にその情報を表示することにより、より簡易に正確なタブ紙設定情報を
得て、タブ紙印刷モードをホストコンピュータ上から行なうことが可能となる。
【０１５６】
尚、この余剰タブ発生に関する警告は、上記のようなホストコンピュータ上に表示するだ
けでなく、操作部２１９のＬＣＤ表示・入力部３０４に表示してもよい。
また、上述の通り余剰タブ数も正確にわかるので警告だけでなく、余剰枚数分のタブ紙を
機外に自動排出するようにすることでユーザが余剰タブ紙を取り除く手間を省くことがで
き、一層操作性の良い画像形成装置を提供することができる。
【０１５７】
つまり、タブ紙給紙部とタブ紙による記録紙の分割数とを予め設定しておくことによって
画像形成におけるタブ紙インサートモード及びタブ紙作成モードにおける設定を簡易にし
操作性を向上させるだけでなく、余剰タブ紙も自動排出するようにしたので、ユーザは余
剰タブ紙の取り扱いのことを気にせずに本発明の目的である操作性の向上を一層享受する
ことも可能である。
【０１５８】
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【発明の効果】
　以上詳細に説明したように、本発明の画像形成装置では、タブ紙１セット当たりの枚数
に関して、タブ紙が一度給紙手段に載置されると、しばらくタブ紙が載置されることが多
いという事情を踏まえている。そして、タブ紙に関する設定を給紙手段に対応付けて画像
形成装置の仕様として予め行っておけるようにする。これにより、画像形成モード設定の
際に毎回タブ紙に関する設定を行わなければならないという煩わしさを軽減する。一方、
原稿の画像の位置と関係する画像の移動量については、画像形成モード毎に異なるという
事情を踏まえて、タブ紙プリントモードの設定ごとに設定できるようになり、操作性の良
い画像形成装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示す概略構成図である。
【図２】図１の画像形成装置における制御回路の構成を示すブロック図である。
【図３】図２における操作部２１９を詳細に示す図である。
【図４】図３のユーザモードキー３０５を押下したときにＬＣＤ３０４に表示される画面
を示す図である。
【図５】図４の共通仕様設定キー５０１を押下したときに表示される共通仕様設定ウイン
ドウを示す図である。
【図６】記録紙タイプ登録キー５１３を押下したときに表示される記録紙タイプの登録設
定をするためのサブウインドウを示す図である。
【図７】図６において給紙カセットキーを押下したときに開く記録紙タイプ設定サブウイ
ンドウを示す図である。
【図８】図７においてタブ紙登録キー５３４を押下したときに開くタブ紙分割数入力サブ
ウインドウを示す図である。
【図９】ユーザモードウインドウ５００においてキー５１１を押下したときに戻る標準画
面を示す図である。
【図１０】標準画面における給紙カセット選択アイコンを押下したときに開く給紙カセッ
トを選択するためのサブウインドウを示す図である。
【図１１】図９における応用モードキー３１１を押下したときに開くサブウインドウを示
す図である。
【図１２】図１１におけるタブ紙作成キー３４５、タブ紙インサートキー３５４が押下さ
れたときに開くサブウインドウを示す図である。
【図１３】タブ紙の挿入を設定するタブインサートモードの表示画面を示す図である。
【図１４】タブ紙インサートモードにおける原稿の配列例を示す図である。
【図１５】タブ紙インサートモードにおける出力紙の配列例を示す図である。
【図１６】タブ紙形成作成モードにおける原稿の配列例を示す図である。
【図１７】タブ紙作成モードにおける出力紙の配列例を示す図である。
【図１８】タブ紙インサートモードにおける画面の遷移を示す図である。
【図１９】タブ紙作成モードにおける画面の遷移を示す図である。
【図２０】ファンクション制御部の回路構成の概略ブロック図
【図２１】（ａ）はタブ紙プリントモードのキー表示に関するフローチャートであり、（
ｂ）は設定情報の保存・表示に関するフローチャートである。
【図２２】画像形成装置のネットワークとの接続例を示す図である。
【図２３】（ａ）はネットワーク上接続可能なホストコンピュータにデータを公開するた
めの情報提供方法を示すフローチャートであり、（ｂ）はタブ紙モードの設定／表示をす
るためのフローチャートである。
【図２４】タブ紙給紙部が存在する場合のプリンタドライバの画面を示す図である。
【図２５】タブ紙給紙部が存在しない場合のプリンタドライバの画面を示す図である。
【図２６】タブ紙インサートモードの設定途中のプリンタドライバの画面を示す図である
。
【図２７】余剰タブがある場合の警告画面を示す図である。
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【図２８】（ａ）記録紙のタブ部に印字する画像を記録紙のタブ部に印字できるように、
その画像を移動させる移動量を示す図であり、（ｂ）は、画像の移動量を示す拡大図であ
る。
【図２９】その他の実施形態に関するフローチャートである。
【符号の説明】
１００　画像形成装置
３３２　移動量
３４４　タブ紙インサートモードキー
３４５，７０１　タブ紙画像形成キー
４１０，４１１　タブ紙
５３４　タブ紙登録キー
５４３　分割数表示窓
６００　応用モード画面
６１０　画像移動量ウインドウ
６１３　分割数表示領域
６２０　インサートページ設定画面
７１０　画像移動量サブウインドウ

【図１】 【図２】
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【図１６】

【図１７】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２５】 【図２６】
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